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SDGs経営の
見える化

リーディング企業の創出

市と金融が連携し、財務・非財務の両面からSDGs経営の実装を支援

ファイナンス

申請支援

セミナー

マッチング

伴走支援

制度の構築

997事業者

「ＳＤＧｓ経営の普及」に向けたステップアップ

ＳＤＧｓを通じて「選ばれる企業」を創出し、中小企業の競争力を強化

「ＳＤＧｓ経営の裾野の
拡大」から、
「リーディング企業の
創出」へ

５６7事業者

検討開始 Ｒ４に創設

１



SDGsクラブ
会員企業

企業が抱える
SDGs経営の課題

２０⾦融機関の
幅広いサポート

SDGsクラブ
事 務 局

（市・商工会議所）

全国初の取組として、２０の金融機関と行政が連携協定を締結し、

企業のSDGs経営をワンストップでサポートする体制を整備

SDGs経営サポート（令和２年１月～）

各社の強みを生かした
支援メニュー

市内一円を
カバー

マッチング

コンサルティング

セミナー

都銀地銀

公庫
信⾦

生保
損保ＥＳＧ 事業

拡大
人材
育成

２

ネットワーク ファイナンス知見

セミナーの
開催



◆労働環境・採用
◆法令順守

◆ＣＯ２削減
◆廃棄物・３Ｒ

◆公正な調達
◆技術・商品開発

企業のＳＤＧｓ経営を見える化し、社内での共有と対外的ＰＲを推進

経済・社会・環境を網羅した１２項目の取組１１

重点的な取組に、数値目標を設定

地域貢献の取組（子ども食堂、公園・道路維持等）

北九州SDGs登録制度（令和3年8月～）

経済経済

２２

３３

●市HP・動画等による、企業名や取組のPR ●入札の加点
●制度融資の金利優遇 ●登録証の交付 ●市SDGsマークの使用

３

登録の要件

社会社会 環境環境

登録のメリット

ＳＤＧｓ経営の「見える化」

◆ＳＤＧｓ金融との繋がり
◆ビジネス機会の創出

５６7事業者

（第1～5次登録）



ＳＸ

ＤＸ ＧＸ

ＳＤＧ－Ｘリーディングプロジェクト補助（令和４年8月～）

ＳＸ・ＤＸ・ＧＸの統合的な推進＝ＳＤＧ-Ｘ

対象対象 ◆市内の中小・中堅企業
◆未来都市プロジェクトの
参画事業者

補助補助 ◆補 助 率 ：１/２
◆補助期間：最大３年度
◆補 助 額 ：最大5,000万円

「Sustainable Scale Index（※）」を
活用し、応募企業のSDGs経営の実践状況
をスコア化して評価

※(株)サステナブルスケール（ふくおかフィナンシャル

グループの子会社）が提供する、スコアリングツール

金融機関との連携金融機関との連携

４

エプソン販売㈱エプソン販売㈱

古紙のアップサイクルを通じ、
企業価値の向上を見える化

障害者雇用 ＣＯ２削減

５Ｇを活用し、建設業界の
ダイバーシティと働き方改革

㈲ゼムケンサービス㈲ゼムケンサービス

人材育成 生産性向上

ＳＤＧ－Ｘの社会実装

ビッグデータを安全に収集・
運用するシステムの開発

㈲ラック㈲ラック

人材集積 省力・効率化

機器の稼働状況を仮想空間で
再現するシステムの開発

ミシマ・オーエー・システム㈱ミシマ・オーエー・システム㈱

中小企業のＤＸ ＣＯ２削減


